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このページについてのお問合せは、富士河口湖町教育委員会 文化振興局（ステラシアター内）℡７２－５５７７までどうぞ

河口湖円形ホール&
♪自然の香りが響きわたる♪ ♪優しい音が湖風に舞う♪

圧倒的なロマンティックボイス～富士山河口湖音楽祭２００６～

８月１７日（木）１９：００　河口湖円形ホール

チケット大人３０００円・高校生以下１５００円【好評発売中】

お問合せ　河口湖ステラシアター　℡72-5588

キュウ・ウォン・ハンキュウ・ウォン・ハン

森の音楽会～富士山河口湖音楽祭２００６～森の音楽会～富士山河口湖音楽祭２００６～

営業時間　水～月　９：００～１７：００（火曜定休）

窓口販売のほか、電話でのチケット予約、郵送サービスを

おこなっています。

チケットの問合せ ℡７２－５５８８

森にある木切れやゴミを利用して、楽器を作り、みんなで

演奏会をおこないます。親子・幼児も大歓迎！

In August, 2006, there is this town before a season of music.In August, 2006, there is this town before a season of music.In August, 2006, there is this town before a season of music.

今、この街は音楽の季節を過ごしている。河口湖ステラシアター通信８月号

ステラシアター・チケットセンターステラシアター・チケットセンター

http://www.stellartheater.jp/

今年の音楽祭には新しい企画が目

白押しだが、その中でも特に注目し

たいアーティストは、世界各地で活

躍するバリトン歌手「キュウ・ウォ

ン・ハン」だ。韓国生まれの彼は、ヨ

ーロッパやアメリカ、日本での活躍

が目覚しい期待の若手バリトン歌

手であり、「１万人の第九」（2004～）など数々の大舞台を

こなしている。圧倒的なロマンティックボイスで珠玉の

名曲をお届けするバリトン・リサイタルで、キュウ・ウォ

ン・ハンが音楽祭の新しい魅力をみせてくれるだろう。

真夏の夜の夢 ～富士山河口湖音楽祭２００６～

８月１２日（土）【完売御礼】・１３日（日）【売切れ迫る】

両日とも１９：００　河口湖円形ホール

チケット大人４０００円・高校生以下１５００円

河口湖ステラシアター℡72-5588

８月１３日（日）12:00～16:00　

要申込み（ステラシアター℡72-5588）

池 上 英 樹 with むらいこうじ池 上 英 樹 with むらいこうじ

今年の音楽祭でパーカッショニス

ト池上英樹は、道化作家のむらいこ

うじ氏による演出・美術のもと、新

たなオリジナル楽曲を発表する。富

士河口湖町に住む二人の芸術家が

タッグを組んでお届けする「池上英

樹が奏でるむらいこうじピエロの

世界」は、音楽祭のみならず富士河

口湖町文化の大きな一歩となるだ

ろう。

吹奏楽の甲子園で頂点に立つ～富士山河口湖音楽祭２００６～

８月１６日（水）１４：００　河口湖ステラシアター

自由大人１２００円・自由高校生以下６００円【好評発売中】

お問合せ　河口湖ステラシアター℡72-5588

吹奏楽高校生国内トップチーム吹奏楽高校生国内トップチーム

関東を代表する吹奏

楽の強豪校「東海大高

輪台」「埼玉栄」「習志

野」は、３校とも高校

吹奏楽界の甲子園と

言われる「普門館」の

場で頂点を極めたこ

とのあるチームである。コンクールを勝ち抜く高校は、そ

の技術と共に、技術に裏うちされた高い音楽性を持って

いる。吹奏楽の強豪校といわれる彼らのパフォーマンス

と若さ溢れる最高の演奏を楽しんでほしい。

楽器を持って一緒に～富士山河口湖音楽祭２００６～

８月１９日（土）１５：３０

河口湖ステラシアター

指定４０００円・自由大人３０００円・自由高校生以下１５００円【完売間近】

河口湖ステラシアター℡72-5588

シエナ・ウインド・オーケストラシエナ・ウインド・オーケストラ

１９９０年に結成さ

れたプロのウインド

・オーケストラ。彼ら

の魅力はレベルの高

い演奏もさることな

がら、豊富な企画力。

首席指揮者である佐

渡裕と共に今回も素晴らしいコンサートを会場のみなさ

んにお届けする。さあ、彼らと共に「星条旗よ永遠なれ」で

音楽祭のフィナーレを共感しよう。
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(頭)

(日)

富士と湖の自然をみつめて富士と湖の自然をみつめて

ご意見・ご質問は、TEL（FAX）0555－20－3510　河口湖フィールドセンター　自然共生研究室まで

ゲンジボタルが河口湖美術館ビオトープで自然発生しました

西湖コウモリ穴でモモジロコウモリの繁殖が確認されました

ショート・ニュース

寺川でも放流した幼虫から成虫が羽化しました！

　２００３年に河口湖美術館ビオトープでゲンジボタルが３頭

自然発生（幼虫を放流しなくても発生すること）しました

が、その後はなかなか確認できずにいました。

　前にお伝えした通り、美術館ビオトープには、すでにた

くさんのカワニナが定着し、４月２２日には河口湖産のカワ

ニナとゲンジボタル終令幼虫を、大石公園・大池公園、そ

れに寺川にも放流してありましたので、今年は期待大だと

思っていました。例年発生が見られた６月上旬には全く見

られませんでしたので、アメリカ出張中の１２日からは、２１

日まで外川英樹氏にお願いして確認してもらいました。そ

の２２日までの結果を示したのが右のグラフです。１３日に大池公園ビオトープで１オスが確認されてから２２日ま

で４カ所共に確認されました。

　河口湖美術館ビオトープでは、安定して自然発生が見られたこと、また、自然の川である寺川（母の白滝から

流れ下っている川）で、他のビオトープ同様に成虫が発生したことは大きな前進です。

　自然の川をもっと綺麗にしてもらい、そこでゲンジボタルが自然発生できるようにするのが最終目的で、それ

に向けての取り組みを見ていただくのが、６月２４日に開催されたホタルの夕べです。今年は、大型バスの観光客

が来なかったので、来場者数は昨年より少なくなかったですが、多くのホタルと自然を愛する人たちが集まって下さっ

たことに感謝したいと思います。ただし、翌日訪れた時に水辺まで踏み跡で道が出来ていて、テレビで見た人か商売

人か、ホタルを採りに来た人があったのではと思われました。来年で１０年目を迎えますが、何のためにゲンジボタル

の定着を計っているのか理解して下さらない人がかなりいるのだと、とても残念に思いました。

　写真は７月１９日に西湖コウモリ穴で中川雄三氏によって撮影されたモモジロコ

ウモリの７０頭の親子です。長野県などで大きな被害が出るほどの大雨だったため、

１カ所に集まっていたようですが、西湖コウモリ穴で繁殖が確認されたのはこれ

が初めてだそうです。肉眼では７３頭見られたとのことですが、１頭の母親は１子

しか産まないといわれていますので、３５頭近いメスがいたことになりそうです。

多くの人が入洞していた５月にも２０頭ほどのモモジロコウモリが確認されていま

したが、人の利用とコウモリの繁殖が両立していることを示すうれしい発見です。

・アース・ウォッチ・プロジェクト「富士山麓の絶滅危惧ﾁｮｳ類」のチーム３が７月２１日から２３日まで、７名の

　ボランティアが参加して行われる予定です。

・同じくチーム４・５が８月１６～２０日に、日立製作所の社員ボランティア約１５名によるプロジェクトが９月２・３日

　に行われる予定です

2006年ゲンジボタル確認頭数



広
報
富
士
河
口
湖

　
１６

女と男の情報コーナー
ひとひと

女と男の情報コーナー
ひとひと

女と男の情報コーナー
ひとひと

― 

行
政
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

　
　
　
　
　
　
　
　
に
向
け
た
取
り
組
み 

―

２
０
０
６
富
士
河
口
湖
女
性
団
体
連
絡
協
議
会

　
去
る
６
月
26
日
、
女
連
協
が
か
ね
て

か
ら
念
願
と
し
て
き
た
「
行
政
と
対
話

す
る
つ
ど
い
」
が
い
き
い
き
と
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

 

こ
の
企
画
は
行
政
の
ご
理
解
と
協
力

を
得
て
、
女
性
の
社
会
参
加
と
行
動
力

ア
ッ
プ
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
さ
ら

に
本
年
は
「
女
性
の
提
言
を
行
政
へ
」
と

い
う
初
の
試
み
も
加
え
ま
し
た
が
す
べ

て
見
事
実
現
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

 

当
日
は
好
天
に
恵
ま
れ
、
会
場
の
中

央
公
民
館
に
は
続
々
と
会
員
が
集
い
、

ホ
ー
ル
は
早
々
に
満
席
と
な
り
、
女
性

の
意
気
込
み
が
あ
ふ
れ
ま
し
た
。

 

行
政
か
ら
は
小
佐
野
町
長
を
は
じ
め
、

５
人
の
課
長
が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。
次

々
に
出
さ
れ
る
質
問
に
は
終
始
誠
意
あ

る
対
応
と
詳
細
な
説
明
が
な
さ
れ
、
女
性
住
民
に
と
っ

て
有
意
義
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

 

一
方
、
女
連
協
は
時
間
の
制
約
も
あ
っ
て
発
表
者
を
８

名
に
し
ぼ
り
、
提
言
や
質
問
を
行
な
い
ま
し
た
。
ど
な

た
も
日
常
の
地
域
活
動
を
通
じ
て
気
づ
い
た
町
づ
く
り

の
問
題
を
主
婦
の
視
点
で
率
直
に
発
言
し
、
行
政
へ
問

い
か
け
る
様
子
は
、
大
変
頼
も
し
く
共
感
を
呼
び
ま
し

た
。

 

こ
の
た
び
の
「
女
性
の
声
」
が
、
今
後
大
い
に
活
か
さ

れ
る
こ
と
を
願
い
、
項
目
の
み
で
す
が
こ
こ
へ
記
載
し

て
お
き
ま
す
。

●
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
る
中
央
公
民
館
に
つ
い
て

　
・
高
齢
者
や
障
害
を
持
つ
人
に
も
利
用
可
能
な
バ
リ

　
　
ア
フ
リ
ー
化
の
実
現
を
。
（
階
段
手
す
り
、
ト
イ

　
　
レ
等
）

　
・
地
下
実
習
室
の
早
期
改
修
お
よ
び
調
理
室
と
し
て

　
　
の
機
能
ア
ッ
プ
を
は
か
っ
て
ほ
し
い
。（
食
改
推
か

　
　
ら
の
要
望
強
し
。
）

●
児
童
・
生
徒
の
「
食
育
」
に
つ
い
て

　
・
学
校
現
場
で
は
健
全
な
心
身
と
豊
か
な
人
間
性
を

　
　
育
む
食
の
大
切
さ
を
、
給
食
時
ど
の
よ
う
に
指
導

　
　
さ
れ
推
進
し
て
い
る
か
。

●
安
全
、
安
心
な
道
路
整
備
を
（
段
差
を
な
く
す
）

　
・
セ
イ
フ
ー
の
信
号
か
ら
変
電
所
前
ま
で
の
通
り
は

　
　
歩
道
が
危
険
で
あ
る
。

　
・
子
ど
も
や
高
齢
者
に
安
全
な
歩
道
の
改
修
を
望
む
。

●
住
民
総
参
加
の
「
花
づ
く
り
運
動
」

　
・
児
童
、
生
徒
の
花
づ
く
り
参
加
で
心
の
育
成
を
。

　
・
男
性
も
女
性
も
老
い
も
若
き
も
み
ん
な
で
花
を
育

　
　
て
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
。

●
環
境
美
化
の
問
題
に
つ
い
て

　
・
使
い
捨
て
食
器
の
増
大
と
有
害
物
。

　
・
先
進
地
の
食
器
レ
ン
タ
ル
事
業
に
学
ぶ
姿
勢
は
。

　
・
上
九
一
色
の
生
ゴ
ミ
処
理
は
。

　
・
マ
イ
バ
ッ
グ
運
動
の
奨
励
と
レ
ジ
袋
有
料
化
に
つ

　
　
い
て
。

●
町
立
女
性
交
流
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）
に
つ
い
て

　
・
町
の
管
理
、
運
営
の
姿
勢
を
明
確
に
。

　
・
住
民
の
協
力
体
制
の
望
ま
し
い
あ
り
方
は
。

　
終
わ
り
に
、
ご
支
援
・
ご
協
力
い
た
だ
い
た
行
政
へ

厚
く
御
礼

申
し
あ
げ

ま
す
。
ま

た
、
早
々

か
ら
熱
心

に
参
加
さ

れ
、
共
に

学
習
し
て

く
だ
さ
っ

た
会
員
の

皆

さ

ま

、

次
の
機
会

に
は
ど
う

ぞ
お
声
を

寄
せ
て
く

だ
さ
い
。

　
　 

　
　
　
　
　
　
　
　
女
連
協
会
長 

 
 
 

望
月 

 

幸
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町の文化財紹介
いにしえ こ みちいにしえ こ みち

富士河口湖古の小径富士河口湖古の小径
本
栖
に
泊
ま
っ
た
織
田
信
長

　
本
栖
湖
は
本
年
３
月
の
合
併
に
よ
り
富
士
河
口
湖
町

域
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
あ
た
り
は
中
道
往
還
が
通
っ

て
お
り
、
歴
史
に
彩
ら
れ
た
地
域
で
す
が
、
今
回
は
そ
の

中
か
ら
織
田
信
長
が
武
田
氏
を
滅
亡
さ
せ
た
後
、
富
士

山
裾
野
見
物
の
道
す
が
ら
、
本
栖
湖
畔
で
一
晩
泊
ま
っ

た
と
い
う
興
味
あ
る
事
実
を
紹
介
し
て
み
た
い
と
思
い

ま
す
。
出
典
は
信
長
の
右
筆
で
あ
っ
た
太
田
牛
一
が
書

い
た
『
信
長
公
記
』
で
す
の
で
、
以
下
同
書
を
参
照
し
て

述
べ
て
み
ま
す
。

 
 

武
田
勝
頼
が
天
目
山
山
麓
の
田
野
（
現
甲
州
市
大
和

町
）
で
信
長
の
軍
勢
に
攻
撃
さ
れ
、
武
田
氏
が
滅
亡
す

る
の
は
1
5
8
2
年
旧
暦
３
月
11
日
の
こ
と
で
し
た
。

『
武
田
三
代
軍
記
』
に
は
、
身
辺
の
家
臣
が
次
々
と
逃
亡

し
て
、
最
後
ま
で
勝
頼
に
殉
じ
た
の
は
僅
か
45
名
で
あ

っ
た
と
そ
の
最
後
の
哀
し
い
様
子
を
記
し
て
い
ま
す
。

時
に
勝
頼
37
歳
、
子
息
信
勝
は
16
歳
で
し
た
。

 

と
こ
ろ
で
、「
信
長
の
軍
勢
に
攻
撃
さ
れ
」
と
記
し
ま
し

た
が
、
当
の
信
長
が
直
接
勝
頼
を
攻
撃
し
た
わ
け
で
は

な
く
、
信
長
自
身
は
３
月
11
日
に
は
天
目
山
か
ら
遙
か

離
れ
た
信
州
伊
那
の
岩
村
に
着
陣
し
て
い
ま
し
た
。
そ

の
後
、
彼
は
送
ら
れ
て
来
た
勝
頼
と
信
勝
の
首
実
験
を

し
、
２
人
の
首
を
飯
田
で
晒
し
た
後
３
月
19
日
に
諏
訪

へ
到
着
し
て
い
ま
す
。
一
方
一
足
先
に
甲
府
へ
入
っ
た

信
長
の
長
男
信
忠
は
、
３
月
24
日
に
勝
頼
主
従
が
目
指

し
た
岩
殿
城
の
入
城
を
拒
ん
だ
小
山
田
信
茂
を
、
そ
の

母
や
子
供
達
と
も
ど

も
甲
府
善
光
寺
で
誅

殺
し
て
い
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
信
長
は

こ
の
後
甲
府
か
ら
富

士
の
裾
野
を
見
物
し

て
、
駿
河
・
遠
江
回
り

で
安
土
へ
帰
る
予
定

で
し
た
の
で
、
28
日
に
「
諸
侍
を
こ
こ
か
ら
帰
し
、
頭
た

ち
だ
け
が
伴
を
す
る
よ
う
に
」
と
命
じ
て
い
ま
す
。

 

４
月
３
日
甲
府
へ
到
着
し
た
信
長
は
、
信
玄
の
館
跡
に

信
忠
が
用
意
し
た
仮
御
殿
に
住
ん
だ
と
あ
る
の
で
、

躑
躅
ケ
崎
の
館
す
な
わ
ち
現
在
の
武
田
神
社
に
し
ば
ら

く
逗
留
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
快
川
和
尚
の
「
心
頭
を

滅
却
す
れ
ば
火
も
自
ら
涼
し
」
の
偈
で
有
名
な
恵
林
寺

の
焼
き
討
ち
は
こ
の
時
行
っ
た
も
の
で
、
1
5
0
余
人

が
焼
き
殺
さ
れ
た
と
あ
り
ま
す
。

　
信
長
は
４
月
10
日
に
富
士
の
裾
野
を
目
指
し
て
甲
府

を
出
発
し
、
笛
吹
川
を
渡
っ
て
右
左
口
に
１
泊
し
、
翌
11

日
の
朝
女
坂
の
登
り
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら

こ
の
時
信
長
が
と
っ
た
ル
ー
ト
は
い
わ
ゆ
る
中
道
往
還

で
、
現
在
の
甲
府
・
精
進
湖
線
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
り
ま

す
。

 
 

こ
の
時
信
長
に
同
行
し
て
い
た
徳
川
家
康
の
接
待
振

り
は
大
変
な
も
の
で
『
信
長
公
記
』
は
次
の
よ
う
に
記
し

て
い
ま
す
。「
払
暁
、
右
左
口
か
ら
女
坂
へ
お
上
り
な
さ

れ
た
が
、
家
康
公
は
谷
あ
い
に
お
茶
屋
や
う
ま
や
を
立

派
に
こ
し
ら
え
、
信
長
公
に
一
献
差
し
上
げ
ら
れ
た
。
か

し
は
坂
は
こ
れ
ま
た
高
い
山
で
木
々
が
大
変
に
茂
っ
て

い
た
。
左
右
に
茂
っ
た
そ
れ
ら
の
大
木
を
伐
り
倒
し
な

が
ら
道
を
広
げ
、
石
を
取
り
除
き
、
山
々
・
嶺
々
に
は
す

き
間
な
く
警
護
の
兵
を
置
か
れ
た
。
か
し
は
坂
の
峠
に

お
茶
屋
を
美
々
し
く
建
て
一
献
差
し
上
げ
ら
れ
た
。
」

 
文
中
の
女
坂
は
別
名
阿
難
坂
、
か
し
は
坂
は
別
名
迦
葉

坂
（
右
左
口
峠
へ
の
峠
道
）
と
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、
右

左
口
か
ら
登
っ
た
場
合
順
序
が
逆
に
な
り
、
著
者
太
田

牛
一
の
感
違
い
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も

家
康
の
張
り
切
り
よ
う
と
当
時
の
中
道
往
還
の
様
子
が

彷
彿
と
さ
れ
る
記
述
で
は
あ
り
ま
す
。『
信
長
公
記
』
は

さ
ら
に
続
け
て
「
そ
の
日
は
本
栖
に
陣
所
を
移
さ
れ
た

が
、
本
栖
に
も
信
長
公
の
御
座
所
を
美
々
し
く
輝
く
ば

か
り
に
建
て
、
二
重
三
重
に
柵
を
設
け
、
そ
の
上
軍
兵
の

木
屋
千
軒
余
り
を
御
殿
の
四
方
に
作
っ
た
」
と
記
し
て

い
ま
す
。
武
田
氏
滅
亡
後
ち
ょ
う
ど
１
ヶ
月
に
な
る
こ

の
日
、
い
っ
た
い
信
長
は

本
栖
の
ど
の
辺
り
に
何
を

考
え
な
が
ら
宿
泊
し
た
の

で
し
ょ
う
か
、
興
味
を
惹

か
れ
ま
す
。

　
明
け
て
４
月
12
日
「
本

栖
を
未
明
に
出
発
さ
れ
た

が
寒
さ
は
真
冬
の
よ
う
で

あ
っ
た
。
富
士
の
裾
野
の

か
み
の
が
原
、
井
出
野
（
富

士
宮
市
）
で
は
、
信
長
公
は
お
小
姓
衆
に
命
じ
て
馬
を
全

速
力
で
走
ら
せ
た
。
富
士
山
を
ご
覧
に
な
る
と
雪
が
積

も
っ
て
白
雲
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
ま
こ
と
に
た
ぐ
い
ま

れ
な
名
山
で
あ
る
。
」
と
記
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
の
所
の

本
文
は
「
御
小
姓
衆
、
何
れ
も
み
だ
り
に
御
馬
を
せ
め
さ

せ
ら
れ
、
御
く
る
ひ
な
さ
れ
」
と
あ
り
、
解
釈
に
違
い
が

で
て
く
る
箇
所
で
な
い
か
と
思
い
ま
す
が
、
私
に
は
白

く
輝
く
富
士
を
背
に
、
若
い
小
姓
衆
達
と
気
が
狂
っ
た

よ
う
に
馬
を
疾
駆
さ
せ
て
い
る
信
長
の
姿
が
目
に
浮
か

ん
で
き
ま
す
。

 

信
長
は
こ
の
あ
と
富
士
宮
を
経
て
安
土
城
を
目
指
し
、

４
月
21
日
に
無
事
帰
陣
し
て
い
ま
す
。

 

し
か
し
、
「
好
事
魔
多
し
」
の
こ
と
わ
ざ
が
あ
る
よ

う
に
、
人
の
運
命
の
盛
衰
は
所
詮
人
智
の
及
ぶ
と
こ
ろ

で
は
な
く
、
天
下
統
一
を
目
前
に
し
た
信
長
が
、
長
男
信

忠
と
と
も
に
本
能
寺
で
あ
え
な
い
最
後
を
と
げ
た
の
は

６
月
２
日
未
明
の
こ
と
で
、
本
栖
の
宿
泊
か
ら
数
え
れ

ば
、
僅
か
に
２
カ
月
も
た
た
な
い
う
ち
の
椿
事
で
あ
り

ま
し
た
。

 

そ
し
て
、
本
能
寺
の
変
後
間
も
な
く
、
家
康
は
７
月
３

日
浜
松
を
発
ち
、
九
一
色
衆
の
警
固
の
も
と
、
３
カ
月
ほ

ど
前
信
長
と
通
っ
た
ば
か
り
の
中
道
往
還
を
逆
に
た
ど

っ
て
、
９
日
に
は
甲
府
盆
地
に
入
り
北
条
氏
と
対
峙
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
町
文
化
財
審
議
会
委
員
　
中
村
章
彦

な
か
み
ち
お
う
か
ん

ゆ
う
ひ
つ

お
お
た
ぎ
ゅ
う
い
ち

の
ぶ
な
が
こ
う
き

さ
ら

ち
ゅ
う

さ
つ

つ
つ
じ
が
さ
き

か
い
せ
ん

お
の
ず
か
ら

げ

う
ば
ぐ
ち

ふ
つ
ぎ
ょ
う

あ
な
ん
さ
か

か
し
ょ
う

さ
か

ち
ん
じ

く
い
っ
し
き
し
ゅ
う

た
い
じ
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１８

シートベルト着用 実施中シートベルト着用 実施中ステ
ップ

アッ
プ運
動平成１８年６月２６日（月）～８月３１日（木）

　最近の自動車は、エアバック、ＡＢＳ装置等により安全性は向上してい

ますが、シートベルトは、交通事故に遭った場合の乗員の被害を大幅に軽

減するとともに、正しい運転姿勢を保たせることによる疲労の軽減、車外

放出、同乗者への衝突の防止など、さまざまな効果を発揮し、現在でも最

も頼りとなる安全装置です。

　シートベルト着用の法制化から１８年となりますが、県内のシートベ

ルト着用率（一般道・運転席）は、全国調査（警察庁･ＪＡＦ全国調査）の結果で３年連続全国ワースト１位を平成１４

年度に返上し、その後９０％台を維持しています。平成１７年度は、９０．１％（全国３８位、全国平均９２．４％）と

前年（９０．７％）より若干低下していますが、運転席のシートベルト着用意識は徐々に定着してきていると考えら

れています。しかし、事故死者のシートベルト着用率は５０．０％と非常に低く、非着用の死者１５名のうち９名は

着用していれば助かった（救命率６０．０％）と考えられています。

　また、チャイルドシートシート・ジュニアシートの使用状況（１６．０％）は極めて低調で全

国ワースト１位となっています。時速４０�の自動車が衝突した場合、抱いている子供の体

重は実際の約３０倍にも相当します。体重１０�の子供であれば約３００�にもなり、万が

一の際に大人の力でも子供を支えることは不可能となります。

　この運動を通して交通事故による被害を軽減し、重大事故を抑止するため、広報・啓発活動

と指導取締り、着用率調査を繰り返して実施し、シートベルトとチャイルドシート等の着用

徹底を呼びかけていきます。

　交通事故は、自分が気をつけていても、いつ起こるかわかりません。運転者だけでなく、同

乗者もシートベルトを着用しましょう。

リュースセンターは、町じん介処理場内

（河口地区）にあります。

利用できる時間は、平日9時～16時と

土曜日の9時～11時です。

⇒リュースセンターに関する問合せは、

　　　　■環　境　課　　　72‐3169

　　　　■町じん介処理場　76‐7636

　家庭や事業所で要らなくなったものを“ごみ”として処理

するのでなく有効に活用してみませんか。

　まだ使えるのに次々と新製品に買い替えたり、格安な使い

捨て製品があふれている現代では、大量のごみの排出が、大

きな環境問題になっています。従来のようにわざわざ多額な

費用をかけて“ごみ”として処理するばかりでなく、ものを

大切にするように心がけ、できるだけリデュース（減らす）

・リュース（再使用）・リサイクル（再生）を推進する「ご

みの出ない循環型社会」へ転換することが重要な課題となっ

ています。

　リュースセンターは、みなさんの身の回りで乗らなくなった自転車、使わなくなった家具や家電製品、押し入

れに眠っている贈答品やイベントジャンパー、また、事業所の改築

等で不用になった小型機械や工具など、リュースが可能なものを無

料で引き取り、簡単な修理・洗浄を施し欲しい人に無料（一部有料）

でおゆずりします。

　ごみを減らすためには、使い捨てをやめ、製品をリュースしたり、

リサイクルに協力するなど、一人ひとりの行動が大切です。

　当センターは循環型社会づくりを進めるための拠点施設の一つで

す。思いがけない掘り出し物にめぐり合うこともあるかも知れませ

ん。どうぞお気軽にご利用ください。

「リュースセンター」をご利用ください。
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１９

１．受付期間　　　　　８月８日～８月１５日　　　※定員になり次第、締め切ります。�        

２．受付時間　　　　　９：００～１７：００　　　※フレンドリーテニスは当日先着受付です。�        

３．受付方法　　　　　電話または窓口。※「一人で複数人の申し込みはできません。」�        

４．対　　象　　　　　一般男女「１８歳以上、ただし高校生は不可」�        

５．必要事項　　　　　氏名、年齢、性別、住所、電話番号他�        

６．問い合わせ　　　 （財）山梨県体育協会　富士北麓公園管理事務所　　�        

　　　　　　　　　　　富士吉田市上吉田立石５０００番　�０５５５－２４－３６５１

【申し込み・問い合わせ】

★１回単位の開催

★１０回一期の開催

初心者テニス

（火曜日コース）

19:00～

20:30

19:00～

20:30

14:00～

15:30

5,000

円/期

体育館メイン

アリーナ全面

初心者を対象としたコースです。
ラケットを握った事がない人も楽しみ
ながら、基本からゲームまで学べます。

初心者を対象としたコースです。
ラケットを握った事がない人も楽しみ
ながら、基本からゲームまで学べます。

元気で健康的な毎日が送れるよう年齢
や体力に応じた、楽しい内容で軽スポ
ーツを実施します。

20人

 8/22,29　
 9/5,12,19,26　
10/3,10,17,24

初心者テニス

（水曜日コース）

3,000

円/期

体育館メイン

アリーナ全面

体育館メイン　　　

アリーナ半面

20人

 8/23,30　
 9/6,13,20,27　
10/4,11,18,25

マスターズ

（グランドゴルフ他）

3,000

円/期
球技場他20人

 8/30　　
 9/6,13,20,27　
10/4,11,18,25

 8/24,31　
 9/7,14,21,28　
10/5,12,19,26

火

水

水

10:00～

11:30

呼吸と瞑想を通じて身体のバランスを
整え、心身共にリラックスした健康的
な身体づくりができます。

ベイシックヨガ
3,500

円/期
サブアリーナ40人

 8/31　
 9/7,14,21,28　
10/5,12,19,26　　
11/9

木

19:00～

20:30

経験の有無にかかわらず、基本技術か
らゲームまでレベルに応じて楽しく練
習できます。

初心者バドミントン
5,000

円/期
20人木

体育館

サブアリーナ

8/25　
9/1,8,15,22,29　
10/6,13,20,27

19:00～

20:30

音楽に合わせリズミカルに体を動かす
有酸素運動を行い、心地よい汗を流し
シェイプアップ効果も期待できます。

エアロビクス
3,500

円/期
40人金

体育館メイン

アリーナ全面

  9/29　
10/6,13,20,27　
11/10,17,24　
12/1,8 

10:00～

11:30

開催日には誰もが気軽に参加でき、当
日の参加者同士で楽しくゲームを行い
ます。

フレンドリーテニス
500

円/期
10人金

教室名 時　間 春期 参加料 定員 会　場 内　　　容曜日

富士北麓公園　秋期スポーツ教室

みなさん、ご存知ですか。
ずっと見てきたテレビ放送が変わるんです。




